
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

国
と
地
方
を
合

わ
せ
た
長
期
債
務

が
２
０
１
６
年
度

末
に
１
０
０
０
兆

円
を
超
え
る
と
報

   （１） 

 

 

●  発        行  ● 
郵 政 産 業 労働者ユニオン  

東 京 地 方 本 部 

発行責任者     鵜島 一広 

〒104－0031  中央区京橋 3-6-3 

           京橋通郵便局 5F 

  TEL・FAX 03-3535-5447 

piwutokyo@yahoo.co.jp 
 

   ２０１７年２月１日（水） 第５４号 

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
政
府
は
社
会
保

障
を
維
持
す
る
に
は
さ
ら
な
る
消

費
税
の
増
税
が
必
要
で
あ
る
と
宣

伝
し
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
こ
の
債

務
が
増
え
た
原
因
は
大
企
業
や
富

裕
層
に
税
制
優
遇
し
た
せ
い
で
積

み
あ
が
っ
た
も
の
で
す
▼
消
費
税

が
導
入
さ
れ
た
１
９
８
９
年
度
以

来
の
２
８
年
間
の
消
費
税
収
は
３

２
８
兆
円
あ
り
ま
す
。
し
か
し
法
人

３
税
は
２
７
１
兆
円
、
所
得
税
・
住

民
税
は
２
６
０
兆
円
も
税
収
を
減

ら
し
て
い
ま
す
。
消
費
税
は
こ
れ
ら

の
減
収
の
穴
埋
め
に
使
わ
れ
て
来

ま
し
た
。
増
え
た
国
と
地
方
の
債
務

を
、
政
府
は
消
費
税
の
さ
ら
な
る
増

税
と
社
会
保
障
の
削
減
で
解
決
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
▼
消
費
税
増

税
と
社
会
保
障
の
削
減
を
進
め
た

ら
国
民
生
活
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

大
企
業
は
減
税
分
を
賃
上
げ
や
設

備
投
資
に
使
わ
な
い
た
め
、
内
部
留

保
が
年
々
積
み
増
し
さ
れ
現
在
３

６
６
兆
円
以
上
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
▼
社
会
保
障
を
維
持
し
な

が
ら
債
務
を
削
減
す
る
に
は
、
富
裕

層
や
大
企
業
が
能
力
に
応
じ
た
税

負
担
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

内
部
留
保
を
活
用
し
て
国
民
の
所

得
を
増
や
す
こ
と
も
必
要
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
飯
） 

 

安
倍
政
権
の
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
始
ま
っ
て
４
年
に
な
り
ま
す

が
、
破
綻
は
だ
れ
が
見
て
も
あ

き
ら
か
で
す
。
大
企
業
が
潤
っ

た
だ
け
で
私
た
ち
の
実
質
賃
金

は
上
が
ら
ず
、
消
費
も
伸
び
ず
、

経
済
の
好
循
環
に
は
程
遠
い
と

言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
日
本

の
非
正
規
率
は
１
９
９
４
年
の

２
０
．
３
％
か
ら
２
０
１
５
年

に
は
３
７
．
５
％
と
拡
大
し
て

い
ま
す
。
格
差
拡
大
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
現

実
で
す
。
企
業
の
内
部
留
保
額

は
過
去
最
高
の
約
３
７
０
兆
円

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
郵

政
グ
ル
ー
プ
は
３
兆
５
２
５
９

億
３
２
０
０
万
で
上
場
企
業
の

ト
ッ
プ
１
０
０
社
の
う
ち
８
位

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

日
本
郵
便
の
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
失

敗
以
降
私
た
ち
の
賃
金
は
カ
ッ

ト
さ
れ
、
抑
え
ら
れ
続
け
て
き

ま
し
た
。
経
営
者
は
何
の
責
任

も
取
ら
ず
、
す
べ
て
の
責
任
を

労
働
者
に
押
し
付
け
て
き
ま
し

た
。
赤
字
解
消
を
名
目
に
、
そ

し
て
、
株
式
上
場
以
降
さ
ら
に
、

要
員
を
減
ら
し
、
長
時
間
労
働
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
を
増
大
さ
せ
、

過
大
な
ノ
ル
マ
を
強
要
し
自
爆

営
業
、
違
法
営
業
を
蔓
延
さ
せ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
正
社
員

を
非
正
規
社
員
に
置
き
換
え
て

き
ま
し
た
。 

 

 

わ
た
し
た
ち
は
、
こ
の
１
７

春
闘
に
お
い
て
大
幅
賃
上
げ
を

要
求
し
ま
す
。
非
正
規
、
正
規

を
問
わ
ず
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
を
求
め
ま
す
。
ベ
ア
ゼ
ロ

を
絶
対
に
許
し
ま
せ
ん
。
内
部

留
保
の
一
部
を
切
り
崩
し
て
労

働
者
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
充
て

る
べ
き
で
す
。 

非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
と

均
等
待
遇
を
強
く
求
め
ま
す
。

署
名
活
動
や
２
０
条
裁
判
の
勝

利
を
通
じ
て
そ
の
実
現
を
勝
ち

取
っ
て
い
こ
う
。 

要
員
不
足
に
よ
る
長
時
間
過

密
労
働
、
３
６
協
定
違
反
と
勤

務
時
間
管
理
の
ず
さ
ん
さ
、
営

業
等
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
違
反
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク

ハ
ラ
な
ど
の
人
権
侵
害
を
許
し

ま
せ
ん
。
差
別
的
な
人
事
評
価
、

解
雇
・
雇
止
め
を
許
し
ま
せ
ん
。

労
働
者
を
自
死
に
追
い
込
む
よ

う
な
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
こ
と
で
す
。 

安
倍
政
権
に
よ
る
憲
法
改

悪
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
、
沖

縄
へ
の
基
地
の
押
し
付
け
、
原

発
再
稼
働
に
反
対
し
よ
う
。
平

和
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
実
現
し
て
い
こ
う
。 

 

 

日
本
郵
便
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
大
賞
２
０
１
６
」
で
電
通
の

大
賞
に
続
い
て
、
特
別
賞
と
ウ

ェ
ブ
投
票
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
郵
便

お
よ
び
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
が

社
会
的
に
「
悪
質
」
と
認
定
さ

れ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
経

営
陣
は
こ
の
こ
と
を
深
く
受
け

止
め
企
業
体
質
の
改
善
・
向
上

に
真
摯
に
努
め
る
べ
き
で
す
。 

 

 

こ
の
１
７
春
闘
を
、
職
場
の

多
く
の
仲
間
の
思
い
に
寄
り
添

っ
て
、
共
に
、
要
求
を
大
き
く

掲
げ
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
奮

闘
し
よ
う
！ 

ス
ト
ラ
イ
キ
権
を
確
立
し
、

ス
ト
ラ
イ
キ
を
背
景
に
要
求
を

実
現
し
て
い
こ
う
！ 

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
や
本
社
前

集
会
な
ど
に
結
集
し
、
地
域
の

仲
間
と
連
帯
・
団
結
し
て
１
７

春
闘
に
勝
利
し
て
い
こ
う
！ 

１６春闘スト突入本社前集会 



 
 

 

今
年
、
４
月
１
日
、「
無
期
転
換

の
申
し
込
み
」
と
「
手
続
き
」
を

経
て
「
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
と
し

て
の
雇
用
」
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

今
回
は
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
の

定
年
及
び
継
続
雇
用
に
つ
い
て
掲

載
し
ま
す
。 

 

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
の
定
年
及

び
雇
用
継
続 

１
、 

定
年
は
６
０
歳
と
す

る
。
ま
た
、
６
０
歳
を
超
え
て

無
期
転
換
し
た
者
に
つ
い
て

は
、
無
期
転
換
が
最
初
の
３

月
３
１
日
を
定
年
退
職
日
と

す
る
。 

２
、 

定
年
退
職
後
、
満
６
５

歳
に
達
す
る
日
以
後
最
初
の

３
月
３
１
日
ま
で
の
間
は
、

原
則
と
し
て
高
年
齢
者
雇
用

安
定
法
に
基
づ
く
継
続
雇
用
措

置
の
対
象
と
す
る
。
な
お
、
６

５
歳
以
上
で
定
年
を
迎
え
た
者

は
、
継
続
雇
用
措
置
の
対
象
と

し
な
い
。 

３
、 

継
続
雇
用
社
員
の
処
遇

等 ・
一
年
の
更
新
型
と
す
る
。 

・
労
働
条
件
は
、
原
則
と
し
て

ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員
の
労
働

条
件
を
引
き
継
ぐ
。 

次
回
は
、
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
社
員

の
人
事
異
動
・
解
雇
に
つ
い
て

で
す
。 

 

し
て
い
ま
す
。
本
来
、
深
夜
労
働
は

昼
間
帯
労
働
よ
り
軽
減
さ
れ
る
べ

き
で
す
が
、
「
郵
便
・
物
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
再
編
」
は
、
ま
す
ま
す
過
酷

な
深
夜
労
働
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

再
編
さ
れ
た
集
配
局
で
は
減
員

さ
れ
た
要
員
配
置
の
中
で
夜
間
に

集
中
し
た
業
務
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
も
、
計
画
予
定
の
期

間
雇
用
社
員
が
集
ま
ら
ず
、
残
さ

れ
た
社
員
に
仕
事
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。
部
署
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、

期
間
雇
用
社
員
が
一
人
の
時
も
あ

り
、
他
の
部
署
の
社
員
に
た
よ
ら

ざ
る
を
経
な
い
状
態
で
す
。
集
配

局
で
も
人
員
不
足
で
ま
と
も
に
休

憩
も
取
れ
ず
、
深
夜
明
け
で
も
超

勤
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

集
配
部
で
も
、
地
域
区
分
局
で

道
順
組
み
立
て
さ
れ
た
郵
便
の
到

着
が
遅
れ
た
時
は
、
配
達
出
発
が

遅
れ
、
暗
く
な
っ
て
も
配
達
が
終

わ
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

深
夜
帯
に
お
け
る
超
過
密
労
働

は
深
刻
で
あ
り
、
健
康
被
害
の
懸

念
さ
え
出
さ
れ
る
状
況
で
す
。
い

ま
、
長
時
間
労
働
の
改
善
と
あ
わ

せ
「
深
夜
労
働
の
改
善
」
は
緊
急

の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

深
夜
労
働
は
、
健
康
に
与
え
る

影
響
は
重
大
な
も
の
が
あ
り
、
労

働
組
合
と
し
て
常
に
改
善
を
求
め

て
取
り
組
む
べ
き
重
要
課
題
で

す
。 東

京
地
本
は
、
実
態
を
踏
ま
え

「
深
夜
労
働
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

会
議
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
会

議
で
議
論
を
重
ね
な
が
ら
、「
深
夜

労
働
改
善
要
求
」
を
ま
と
め
、
会

社
に
改
善
を
求
め
て
い
く
運
動
を

構
築
し
て
い
き
ま
す
。 

 

「
郵
便
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

再
編
」
は
、
西
部
、
南
部
地
域
の

１
０
数
局
を
除
く
集
配
郵
便
局
で

進
め
ら
れ
、
到
着
や
差
し
立
て
の

内
務
事
務
を
地
域
区
分
局
・
拠
点

局
に
再
編
・
集
中
し
て
１
年
に
な

り
ま
し
た
。 

  

地
域
区
分
局
・
拠
点
局
で
は
、

深
夜
時
間
帯
に
作
業
が
集
中
し
、

よ
り
過
酷
な
労
働
と
な
っ
て
い
ま

す
。
作
業
部
署
に
よ
っ
て
は
ほ
と

ん
ど
が
期
間
雇
用
社
員
中
心
で
作

業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

頼
り
の
期
間
雇
用
社
員
の
雇
用
が

計
画
通
り
に
進
ま
ず
、
常
に
人
員

不
足
で
対
応
す
る
た
め
、
深
夜
明

け
の
超
勤
も
あ
り
労
働
密
度
が
増

（２） 
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当
面
の
行
動
日
程 

 

２
月
４
日
・
５
日 

 
 

第
５
回
中
央
委
員
会 

 

２
月
６
日 

 
 

２
０
条
裁
判
証
人
尋
問 

 

２
月
９
日 

 

 

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
」
会
議 

 

２
月
１
０
日
・
１
１
日 

 
 

全
国
書
記
長
会
議 

 

２
月
１
９
日 

 
 

国
会
１
９
日
行
動 

 

２
月
２
０
日 

 
 

２
０
条
裁
判
証
人
尋
問 

 

２
月
２
１
日 

 
 

第
２
回
支
部
長
会
議 

 

２
月
２
７
日
～
３
月
１
日 

 
 

春
の
労
働
相
談 

 

３
月
５
日 

 
 

非
正
規
交
流
集
会 

 

３
月
６
日 

 
 

・
地
本
１
７
春
闘
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動 

 
 

・
郵
政
本
社
前
集
会
＆
非
正

規
の
正
社
員
化
と
均
等
待

遇
求
め
る
院
内
集
会 

集
会 

 

「
郵
便
・
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
」
の
本
格
実
施
か
ら
１

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
和
光
市
に
開
局
さ
れ
た
北
部
郵

便
局
、
新
東
京
、
東
京
多
摩
、
銀
座
局
の
集
中
処
理
局
。
集
配

郵
便
局
の
内
務
事
務
を
集
中
局
に
移
管
し
た
集
配
郵
便
局
。「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
再
編
」
は
、
こ
れ
ら
の
郵
便
局
で
深
夜
に
働
く
労

働
者
の
身
体
を
襲
っ
て
い
ま
す
。 

 

●長期欠務者が出ると有給休暇が取れない。時間給すら取れない曜日

がある。年末年始も最低一日は出勤しなければならない要員状況だが

期間雇用社員には繁忙手当てがなく正規雇用者との格差が大きい。格

差をなくし魅力ある職場にしないと人は集まらない。（期間雇用社員） 

●郵便部主任 T 氏は、どうも私のことが気に入らないらしく、大変冷

たい態度で接してくるのですが、この日とどうにかならないでしょう

か？（正規社員） 

 

新春クロスワード解答 

沢山の応募ありがとうございま

した。（景品はありませんが・・・） 

＝答え＝ 

Ａい、Ｂい、Ｃこ、Ｄと、Ｅあ、 

Ｆる、Ｇと、Ｈし、Ｉに 

「いいことあるとしに」でした。 

今年も健康でありますように 



 


